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検査総合演習 2
4年生の国家試験に向け、血液学、染色体検査学のまとめの講義を行っ
た。対面で実施した。

健康福祉科学演習（病因病態検査
学）

〇 16
大学院博士前期課程の指導学生に対し、論文作成に先立ち病因病態検査
学関連の演習を実施した。遠隔授業（オンライン）で実施した。

医療安全管理学 1 検体採取法（採血法）についての講義を分担した。対面で実施した。
（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

血液学概論 〇 8
血液学の基礎として、造血の仕組みや、血球の種類と機能、凝固・線溶
の流れについて講義した。対面で実施した。

血液学Ⅰ 〇 16
主に血液疾患、血液学的検査（主に形態検査）について講義した。ハイ
フレックスで実施した。

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし
２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

（４）その他

小児急性リンパ性白血病における微小残
存病変測定法の検討

共同
第22回日本検査血液学会学
術集会

小澤史佳, 伊村浩良, 中澤温子, 井原寛子,
出口隆生, 清河信敬, 康勝好

2021.9

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

血球形態標準化画像を用いた末梢血好中
球分類のAI画像解析の有用性

共同 第49回埼玉県医学検査学会
鈴木晴佳, 岡田茂治, 松熊美千代, 井原寛
子, 坂場幸治

2021.12

該当なし
（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

なし
（２）論文

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 慶応義塾大学医学部放射線科学教室共同研究員

所属学会（役職）日本癌学会、日本検査血液学会、日本血液学会、日本臨床細胞学会、日本臨床検査医学会、日本放射線腫瘍学会

１．研究業績
（１）著作

研究分野 血液学、腫瘍学、細胞検査学
学位 博士（医学）

学歴 東京医科⻭科大学大学院医⻭薬総合研究科博士課程修了

氏名 井原 寛子 部署 健康開発学科 職名 准教授

血液学Ⅱ 〇 8
凝固・線溶系について、各検査や疾患の繫がりを把握できるよう講義し
た。対面で実施した。

病因病態検査学 2
大学院博士前期課程の講義の中で血液学分野を分担した。対面で実施し
た。

臨床検査学概論 1
血液学分野の概論を担当し、次年度以降に行われる血液学について1年
生にも興味が持てるような話題を交えて講義を行った。対面で実施し
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全学的委員会及びセンター業務等 学生・就職支援委員会 2018.4-現在
全学的委員会及びセンター業務等 専門職連携部会 2019.4-現在

５．学内運営
項目 内容 期間

地域貢献活動
埼玉県内外施設勤務の専門
職

IPW総合過程運営において「IPW実践の検討 第3回〜5回」のグルー
プワーク(zoomによるオンラインワーク）のファシリテータを務め
た。

2021.9-10

大学広報活動 オープンキャンパスにおける実習室紹介コンテンツ作成 2008.4-現在
学科等における委員会等 学年担任統括 2008.4-現在

（３）ジャーナリズムでの発言
メディア等の名称 内容 年月

越谷市教育委員会 越谷科学技術体験センター運営委員 2021.11-2023.11

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

該当なし

副指導 名

（５）その他
名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

大学院修士論文審査 審査員 2022.1〜2022.2 大学院修士論文審査で副査を務めた。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

IPW実習 〇 23

副主任科目責任者、6チームの地域担当補助として、初の施設との遠隔
IPW実習のプログラムの作成、取りまとめを行った。事例作成、手引き
作成をした。オリエンテーション、実習、報告会、意見交換会は遠隔
（オンライン）で実施した。

血液学実習Ⅰ 〇 23
初めての採血実習を安全かつ正確に実施できるよう、デモ、ビデオなど
を多用しながら進めた。実習は主に形態学的検査を扱った。学生を半数
ずつに分け、対面で実施した。

血液学実習Ⅱ 〇 23
凝固・線溶系の検査を中心に実施するとともに、臨地実習に向け、前期
実習内容の確認も行った。学生を半数ずつに分け、対面で実施した。

遺伝子・染色体検査学実習 7
染色体検査を担当し、実際の染色体写真の症例を用いて、実際の染色体
解析を行った。対面授業で実施した。

臨床腫瘍学実習 〇 16

少人数の選択科目であり、腫瘍細胞のstemness関連実験の他にも、臨
床腫瘍学分野で報告された疫学調査や分子標的療法薬に関する論文、関
連の新聞記事などを提示し、問題提起と問題解決に向けたディスカッ
ションを行った。また、病院見学によるがん治療現場の理解に努めた。
基本対面で実施し、非常勤講師の講義のみ遠隔授業（オンデマンド）で
実施した。

学科等における委員会等 就職支援担当 2008.4-現在

全学的委員会及びセンター業務等 IPW実習運営部会 2009.4-現在
学科等における委員会等 臨地実習実施担当 2016.4-現在

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

修士論文 2019.4-2022.3 主指導（指導教員） 1名 副指導（指導補助教員） 1名
卒業論文 2021.4-2021.12 主指導 4名
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該当なし
８．特記事項

該当なし

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）
受賞名 主催 受賞年月


